
1 看護職者としての倫理観と多元的・多角的視点、高度な専門知識と研究能力を有し、地域や社会 
における多様なニーズに対応するため、科学的に課題解決する能力を育成する。 

2 看護現象に焦点をあて、地域や社会の保健医療福祉の課題解決に向けて必要な看護ケアを科学的

思考に基づき考究し、研究成果に基づき看護実践を牽引する人材を育成する。 
3 科学的課題解決能力・自立的研究能力を有し、地域や社会の発展に寄与できる看護教育・研究者

および看護実践の指導者を育成する。 

養成する人材像と３つのポリシーの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養成する人材像 

３つのポリシーの関係 

カリキュラム・ポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【CP1】 
広い視野と論理的思考力に

より看護を科学的に探求す

る能力を育む。 

【CP2】 
地域や社会の保健医療福祉

の課題解決に向け、データに

基づく科学的方法を活用す

る能力を培う。 

【CP3】 
地域や社会に寄与する看護

ケア創成のためにステーク

ホルダーと協働しながら、自

立して研究を遂行する能力

を培う。 

ディプロマ・ポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

【DP1】 
多元的・多角的視点から地域や

社会の保健医療福祉の課題を把

握し、必要なケアを創出するた

めのデータに基づく科学的方法

論を修得している。 

【DP2】 
地域や社会の保健医療福祉の課

題解決のために、必要な看護ケ

アを実践の場に定着させるため

の方法論を修得している。 

【DP3】 
地域や社会に寄与する看護ケ

ア創成のために、科学的思考に

基づき自立して研究・教育を遂

行する能力を修得している。 

アドミッション・ポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

【AP1】 
看護に関する高度な知識

と実践能力を有する人 

【AP2】 
看護学の教育・研究に深

い関心と本質を探究する

論理的思考力を持ち、看

護研究に関する基礎的能

力を有する人 

【AP3】 
地域や社会の保健医療福

祉における多様な課題解

決に向けて主体的に取り

組む意欲のある人 

カリキュラム・ポリシー(CP)からディプロマ・ポリシー(DP)の矢印は、教育課程を通して育成する能力を示す。太

い矢印は直結しており関係が強いことを示し、細い矢印は能力形成に関与していることを示す。また、CP1 は緑

色、CP2 は青色、CP3 は桃色で示す。 

各 DP を囲むフレームの色は、教育課程により修得する複合的な能力の形成度合いを示している。 

教育理念、DP、CP に基づく教育内容を踏まえ、アドミッション・ポリシー（AP）を策定した。 
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別紙 2 

1 看護職者としての倫理観と多元的・多角的視点、高度な専門知識と研究能力を有し、地域や社会 
における多様なニーズに対応するため、科学的に課題解決する能力を育成する。 

2 看護現象に焦点をあて、地域や社会の保健医療福祉の課題解決に向けて必要な看護ケアを科学的

思考に基づき考究し、研究成果に基づき看護実践を牽引する人材を育成する。 
3 科学的課題解決能力・自立的研究能力を有し、地域や社会の発展に寄与できる看護教育・研究者

および看護実践の指導者を育成する。 

            養成する人材像と３つのポリシーの関係  

 

 
養成する人材像 

３つのポリシー 

アドミッション・ポリシー 

①看護に関する高度な知識と

実践能力を有する人 

②看護学の教育・研究に深い

関心と本質を探究する論理

的思考力を持ち、看護研究

に関する基礎的能力を有

する人 

③地域や社会の保健医療福

祉における多様な課題解

決に向けて主体的に取り

組む意欲のある人 

 

カリキュラム・ポリシー 

①広い視野と論理的思考力

により看護を科学的に探求

する能力を育む 

②地域や社会の保健医療福

祉の課題解決に向け、デー

タに基づく科学的方法を活

用する能力を培う 

③地域や社会に寄与する看

護ケア創成のためにステー

クホルダー と協働しなが

ら、自立して研究を遂行す

る能力を培う 

 

ディプロマ・ポリシー 

①多元的・多角的視点から地

域や社会の保健医療福祉の

課題を把握し、必要なケアを

創出するためのデータに基

づく科学的方法論を修得して

いる 

②地域や社会の保健医療福祉

の課題解決のために、必要

な看護ケアを実践の場に定

着させるための方法論を修

得している 

③地域や社会に寄与する看護

ケア創成のために、科学的

思考に基づき自立して研究・

教育を遂行する能力を修得

している 
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必
　
修

選
　
択

1 2 3 1 2 3

1年前期 2 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

1年前期 2 〇 ◎ ◎

1年前期 2 〇 ◎ ◎

1年前期 2 〇 ◎ ◎

1年後期 2 〇 ◎ 〇 ◎

1年後期 2 〇 ◎ ◎ 〇

１～３通 6 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

◎CP又はDPに直結しており関係が強い授業科目

〇CP又はDPに関する能力形成に関与している授業科目

資料３－１

ディプロマ
・ポリシー

（DP）

研
究
科
目

看護科学特別研究

専
門
科
目

データ駆動型ケア特講

ケア創出特講

ケア実装特講

基
礎
科
目

看護学研究特講

ケアシステム特講

カリキュラム・ポリシーおよびディプロマ・ポリシーと授業科目の関係

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数
カリキュラム
・ポリシー

（CP）

グローバルヘルス特講

別紙３ 新
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カリキュラム・マップ         

 

 

 

 

 

 

【養成する人材像】  
1 看護職者としての倫理観と多元的・多角的視点、高度な専門知識と研究能力を有し、地域や社会 
 における多様なニーズに対応するため、科学的に課題解決する能力を育成する。 
2 看護現象に焦点をあて、地域や社会の保健医療福祉の課題解決に向けて必要な看護ケアを科学的 
 思考に基づき考究し、研究成果に基づき看護実践を牽引する人材を育成する。 
3 科学的課題解決能力・自立的研究能力を有し、地域や社会の発展に寄与できる看護教育・研究者 
 および看護実践の指導者を育成する。 

カリキュラム・ポリシー(CP) 

【CP1】 
広い視野と論理

的思考力により

看護を科学的に

探求する能力を

育む。 

【CP2】 
地域や社会の保

健医療福祉の課

題解決に向け、デ

ータに基づく科

学的方法を活用

する能力を培う。

【CP3】 
地域や社会に寄与

する看護ケア創成

のためにステーク

ホルダーと協働し

ながら、自立して

研究を遂行する能

力を培う。

ディプロマ・ポリシー(DP)

【DP1】 
多元的・多角的視点から

地域や社会の保健医療福

祉の課題を把握し、必要

なケアを創出するための

データに基づく科学的方

法論を修得している。 

【DP2】 
地域や社会の保健医療福

祉の課題解決のために、

必要な看護ケアを実践の

場に定着させるための方

法論を修得している。 

【DP3】 
地域や社会に寄与する看

護ケア創成のために、科

学的思考に基づき自立し

て研究・教育を遂行する

能力を修得している。 

教育課程 

専

門

科

目

ケア創出特講 

データ駆動型
ケア特講 

ケア実装特講 

看護科学特別研究 
研
究
科
目

基

礎

科

目

看護学研究特講

ケアシステム
特講 

選
択 

グローバル
ヘルス特講 

選
択 

１年前期     後期      2 年  3 年

資料 3－2

資料 3－1に示した CP に直結しており関係が強い授業科目(◎)を各 CP の色(CP1 は緑、CP2 は青、CP3 は桃)で示す。

太い矢印は、DP に直結しており関係が強い授業科目(◎)であることを示し、細い矢印は、DP に関する能力形成に関

与している授業科目(〇)であることを示す。

新別紙４ 
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前期 後期

看護学研究特講

選
択

 ケアシステム
 特講

選
択

 グローバル
 ヘルス特講

 データ駆動型
 ケア特講

ケア創出特講

ケア実装特講

研究
科目

研究
科目

看護学特別研究

基
礎
科
目

専
門
科
目

科目
区分

科目
区分

専
門
科
目

カリキュラム・マップ                                  

１年
２年 ３年

基
礎
科
目

【養成する人材像】

1 看護職者としての倫理観と多元的・多角的視点、高度な専門知識と研究能力を有し、地域や社会

における多様なニーズに対応するため、科学的に課題解決する能力を育成する。

2 看護現象に焦点をあて、地域や社会の保健医療福祉の課題解決に向けて必要な看護ケアを科学的

思考に基づき考究し、研究成果に基づき看護実践を牽引する人材を育成する。

3 科学的課題解決能力・自立的研究能力を有し、地域や社会の発展に寄与できる看護教育・研究者

および看護実践の指導者を育成する。

【CP1】
広い視野と論
理的思考力に
より看護を科
学的に探求す
る能力を育む。

【CP２】
地域や社会の
保健医療福祉
の課題解決に
向け、データ
に基づく科学
的方法を活用
する能力を培
う。

【CP３】
地域や社会に
寄与する看護
ケア創成のた
めにステーク
ホルダーと協
働しながら、
自立して研究
を遂行する能
力を培う。

【DP1】
多元的・多角的

視点から地域や

社会の保健医療

福祉の課題を把

握し、必要なケ

アを創出するた

めのデータに基

づく科学的方法

論を修得してい

る。

【DP2】
地域や社会の保

健医療福祉の課

題解決のために、

必要な看護ケア

を実践の場に定

着させるための

方法論を修得し

ている。

【DP3】
地域や社会に

寄与する看護

ケア創成のた

めに、科学的

思考に基づき

自立して研

究・教育を遂

行する能力を

修得している。

資料３
別紙５

旧
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前期 後期 前期 後期 前期 後期

看護学研究特講 1年前期 2 〇

ケアシステム特講 1年前期 2

グローバルヘルス特講 1年前期 2 〇

－ 2 2 4

1年前期 2 〇

1年後期 2 〇 6単位

1年後期 2 〇

－ 6 0 2 4 0 0 0 0

1～３通 6 0 ６単位

－ 6 0 0 0 0 0 0 6

6 4 0 0 0 6 16

小計（１科目）

研
究
科
目

履修モデル①

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

卒業要件

（履修年限：標準３年の場合）

履修年次及び単位数

３年

小計（３科目）

４単位
（必修２単位、選択
２単位以上）

基
礎
科
目

２年

小計（３科目）

専
門
科
目

データ駆動型ケア特講

看護科学特別研究 〇

ケア創出特講

ケア実装特講

取得単位合計

必修 選択
１年

資料４別紙６ 新
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前期 後期 前期 後期 前期 後期

看護学研究特講 1年前期 2 〇

ケアシステム特講 1年前期 2

グローバルヘルス特講 1年前期 2 〇

－ 2 2 4

1年前期 2 〇

1年後期 2 〇 6単位

1年後期 2 〇

－ 6 0 2 4 0 0 0 0

1～３通 6 0 ６単位

－ 6 0 0 0 0 0 0 6

6 4 0 0 0 6 16

小計（10科目）

研
究
科
目

履修モデル①

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

卒業要件

（履修年限：標準３年の場合）

履修年次及び単位数

３年

小計（２科目）

４単位
（必修２単位、選択
２単位以上）

共
通
科
目

２年

小計（10科目）

専
門
科
目

データ駆動型ケア特講

看護科学特別研究 〇

ケア創出特講

ケア協働構築特講

取得単位合計

必修 選択
１年

資料４旧別紙７
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

看護学研究特講 1年前期 2 〇

ケアシステム特講 1年前期 2 〇

グローバルヘルス特講 1年前期 2

－ 2 2 4

1年前期 2 〇

1年後期 2 〇 6単位

1年後期 2 〇

－ 6 0 2 4 0 0 0 0 0 0

1～３通 6 0 ６単位

－ 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

6 4 0 0 0 0 0 6 16

４単位
（必修２単位、選
択２単位以上）

履修モデル②
（履修年限：長期履修４年の場合）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 履修年次及び単位数

卒業要件
必修 選択

１年 ２年 ４年

基
礎
科
目

小計（３科目）

専
門
科
目

データ駆動型ケア特講

ケア創出特講

ケア実装特講

小計（３科目）

研
究
科
目

看護科学特別研究 〇

小計（１科目）

取得単位合計

３年

別紙８ 新
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

看護学研究特講 1年前期 2 〇

ケアシステム特講 1年前期 2 〇

グローバルヘルス特講 1年前期 2

－ 2 2 4

1年前期 2 〇

1年後期 2 〇 6単位

1年後期 2 〇

－ 6 0 2 4 0 0 0 0 0 0

1～３通 6 0 ６単位

－ 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

6 4 0 0 0 0 0 6 16

４単位
（必修２単位、選
択２単位以上）

履修モデル②
（履修年限：長期履修４年の場合）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 履修年次及び単位数

卒業要件
必修 選択

１年 ２年 ４年

共
通
科
目

小計（２科目）

専
門
科
目

データ駆動型ケア特講

ケア創出特講

ケア協働構築特講

小計（10科目）

研
究
科
目

看護科学特別研究 〇

小計（10科目）

取得単位合計

３年

別紙９ 旧
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